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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
通
し

て
、
当
時
の
人
々
の
天
台
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
考
察
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
（
１
）。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
な
か
っ
た
初
唐
・
盛

唐
期
の
補
遺
と
す
る
。
実
際
に
は
初
唐
期
の
も
の
は
な
く
、
孟
浩
然
の
作
品
二

点
、
李
白
の
作
品
一
点
、
岑
参
の
作
品
一
点
、
皇
甫
冉
の
作
品
二
点
を
取
り
上

げ
る
（
２
）。

九
　
天
台
山
の
詩
（
其
九
）
―
―
初
唐
・
盛
唐
（
補
遺
）

【
補
遺
１
】
遊
雲
門
寺
寄
越
府
包
戸
曹
徐
起
居

雲
門
寺
に
遊
び
越
府
の
包
戸
曹
・
徐
起
居
に
寄
す

孟
浩
然

　

☆
な
し

　

★
全
唐
詩
巻
一
五
九
、
孟
浩
然
集
巻
一

■
本
文
と
訓
訳

我 

行 

適 

諸 

越	

我
が
行
は
越
に
適
く
に
し
て

夢 

寐 

懷 

所 

歡	

夢
寐
に
歡
す
る
所
を
懷
ふ

久 

負 

獨 

往 

願	

久
し
く
負
ふ　

獨
往
の
願
ひ

今 

來 

恣 

遊 

盤	

今
來
り　

遊
盤
を
恣
に
す

台 

嶺 

踐 

嶝 

石	

台
嶺
に
嶝
石
を
踐
み

耶 

溪 

泝 

林 

湍	

耶
溪
に
林
湍
を
泝
さ
か
の
ぼる

捨 

舟 

入 

香 

界	

舟
を
捨
て
て
香
界
に
入
り

登 

閣 

憩 

旃 

檀	

閣
に
登
り
て
旃
檀
に
憩
ふ

晴 

山 

秦 

望 

近	

晴
山　

秦
望
近
く

春 

水 

鏡 

湖 

寬	

春
水　

鏡
湖
寬
し

遠 

行 

佇 

應 

接	

遠
行　

佇
み
て
應
接
し

卑 
位 

徒 

勞 

安	

卑
位　

徒
だ
勞
安
す
る
の
み

白 

雲 
日 
夕 
滯	

白
雲　

日
夕
に
滯
し

滄 

海 

去 
來 
觀	

滄
海　

去
來
し
て
觀
る
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故 

國 

眇 

天 

末	

故
國　

天
末
に
眇は
る
かな
り

良 

朋 

在 

朝 

端	

良
朋　

朝
端
に
在
り

遲 
爾 

同 

携 

手	

爾
を
遲ま

つ
、
同
に
手
を
携
へ

何 
時 
方 

挂 

冠	

何
れ
の
時
か
方
に
冠
を
挂
せ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

＊
孟
浩
然
集
を
底
本
と
す
る
。

　

題
名
を
全
唐
詩
は
「
題
雲
門
山
〔
作
寺
、
一
作
遊
龍
門
寺
〕
寄
越
府
包
戸
曹
徐
起
居
」

と
す
る
。

　
［
嶝
］
全
唐
詩
作
磴
。　
［
行
］
全
唐
詩
作
懷
〔
一
作
行
〕。　
［
日
夕
］
底
本
作
去
久
。

全
唐
詩
作
日
夕
。
従
李
景
白・徐
鵬
改
。　
［
去
］
底
本
作
竭
。
全
唐
詩
作
去
〔
一
作
朅
〕。

従
李
景
白
・
徐
鵬
改
。　
［
携
］
全
唐
詩
作
攜
。

■
語
注

○
雲
門
寺
…
会
稽
県
雲
門
山
（
今
の
紹
興
市
）
に
あ
っ
た
。
晋
の
王
献
之
が
こ
の
地
に

居
住
し
て
い
た
。
義
煕
三
年
（
四
○
七
）
に
五
色
の
祥
雲
が
現
れ
た
の
を
契
機
に
、
安

帝
が
寺
院
を
創
建
し
、
雲
門
寺
と
命
名
し
た
と
い
う
。
孟
浩
然
に
「
雲
門
寺
西
北
六
七

里
聞
符
公
蘭
若
最
幽
與
薛
八
同
往
」（
詩
集
巻
一
）の
詩
が
あ
り
、
李
景
白
ら
は
、
越
州（
会

稽
）滞
在
時
の
、
開
元
十
九
年（
七
三
一
）ご
ろ
の
作
だ
ろ
う
と
い
う
。　

○
越
府
…
越
州
。

府
治
は
会
稽
。　

○
包
戸
曹
…
戸
曹
は
、
古
籍
や
徴
税
を
司
る
地
方
官
。
徐
鵬
は
、
賀

知
章
ら
と
並
び
称
さ
れ
て
い
た
包
融
で
は
な
い
か
と
す
る
。
孟
浩
然
に
「
宴
包
二
融
宅
」

（
詩
集
巻
一
）、「
與
崔
二
十
一
遊
鏡
湖
寄
包
賀
二
公
」（
詩
集
巻
二
）が
あ
り
、「
唐
才
子
伝
」

に
、
包
融
は
「
孟
浩
然
交
厚
」
と
あ
る
。　

○
徐
起
居
…
起
居
は
、
皇
帝
の
起
居
注
を

司
る
起
居
舎
人
。
徐
は
不
詳
。　

○
適
諸
越
…
諸
は
于
。「
荘
子
」
逍
遙
遊
に
「
宋
人
資

章
甫
而
適
諸
越
（
宋
の
人
が
章
甫
と
い
う
冠
を
仕
入
れ
て
、
越
の
国
に
売
り
に
い
っ
た
）」

と
あ
る
。　

○
所
歡
…
李
景
白
は
包
徐
二
氏
の
こ
と
と
い
う
が
、
こ
こ
は
夢
に
見
る
程

行
き
た
か
っ
た
江
南
を
い
う
の
で
は
な
い
か
。　

○
獨
往
…
自
由
自
在
に
遊
行
す
る
こ

と
。「
荘
子
」在
宥
に「
出
入
六
合
、
遊
乎
九
州
、
獨
往
獨
來
、
是
謂
獨
有
。」と
あ
り
、「
列

子
」
力
命
に
も
「
獨
往
獨
來
、
獨
出
獨
入
、
孰
能
碍
之
」
と
あ
る
。
ま
た
、
謝
霊
運
「
入

華
子
岡
是
麻
源
第
三
谷
」（「
文
選
」
巻
二
十
六
）
に
「
且
申
獨
往
意
、
乘
月
弄
潺
湲
（
私

は
独
往
の
心
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
、
月
下
に
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
水
音
を
た
の
し
む
）」

と
あ
り
、
李
善
注
引
く
司
馬
彪
は
「
獨
往
、
任
自
然
不
復
顧
世
也
」
と
注
す
る
。　

○

台
嶺
…
天
台
山
の
こ
と
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」（「
文
選
」
巻
十
七
）
に
「
苟
台
嶺
之

可
攀
、
亦
何
羨
層
城
」
と
あ
る
。　

○
嶝
石
…
全
唐
詩
は
磴
石
。
意
味
は
同
じ
く
、
山

路
の
石
段
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
跨
穹
隆
之
懸
磴
、
臨
萬
丈
之
絶
冥
」
と
あ
り
、

李
善
は
「
懸
磴
、
石
橋
也
」
と
注
す
る
。
天
台
山
奥
地
の
景
勝
地
、
石
梁
飛
瀑
を
言
う
。

　

○
耶
溪
…
若
耶
溪
。
紹
興
の
南
に
あ
っ
て
、鏡
湖
に
注
い
で
い
た（
い
ま
、鏡
湖
な
し
）。

西
施
が
紗
を
洗
っ
た
と
い
う
伝
承
か
ら
「
浣
紗
渓
」
と
も
い
い
、「
水
経
注
」
漸
江
水
注

に
よ
れ
ば
、
と
て
も
澄
ん
で
い
る
の
で
、
衆
山
が
逆
さ
ま
に
映
る
こ
と
が
絵
に
描
い
た

よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
孟
浩
然
に
「
耶
溪
泛
舟
」（
詩
集
巻
一
）
が
あ
る
。　

○
香
界
…

仏
教
寺
院
の
こ
と
。
沈
佺
期
「
紹
隆
寺
」
に
「
香
界
縈
北
渚
、
花
龕
隱
南
巒
」
な
ど
と

あ
る
。　

○
旃
檀
…
旃
檀
那
の
略
語
で
、
外
国
産
の
香
木
。
多
く
仏
像
の
材
料
と
な
っ

た
。
檀
香
木
で
造
ら
れ
た
楼
閣
、も
し
く
は
仏
閣
。　

○
秦
望
…
山
名
。
紹
興
市
の
東
南
。

秦
の
始
皇
帝
が
こ
こ
に
登
っ
て
南
海
を
遠
望
し
た
と
伝
え
る
。　

○
鏡
湖
…
鑑
湖
と
も
。

会
稽
山
の
北
麓
あ
た
り
に
あ
っ
た
。　

○
應
接
…
対
応
、
応
対
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、

自
然
の
景
勝
を
鑑
賞
す
る
こ
と
。「
世
説
新
語
」
言
語
に
、「
王
子
敬
（
献
之
）
云
、
從

山
陰
道
上
行
、
山
川
自
相
映
發
、
使
人
應
接
不
暇
。」
と
あ
る
。　

○
眇
天
末
…
天
末
は

天
の
反
対
側
。
陸
機
「
擬
行
行
重
行
行
」（「
文
選
」
巻
三
十
）
に
「
遊
子
眇
天
末
、
還

期
不
可
尋
（
旅
に
出
て
い
る
夫
は
天
の
も
う
一
方
ほ
ど
の
遠
く
に
い
て
、
い
つ
こ
ち
ら
へ

戻
っ
て
く
る
の
や
ら
は
分
か
ら
な
い
）」
と
あ
る
。　

○
遲
…
待
つ
。　

○
挂
冠
…
冠
を
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脱
い
で
掛
け
る
。
前
漢
末
逢
萌
の
故
事
で
、
官
職
を
辞
す
る
こ
と
。

■
口
語
訳

私
の
今
回
の
遊
行
は
、
越
（
江
南
）
へ
行
く
も
の
で
あ
り

喜
ば
し
い
場
所
と
し
て
夢
に
ま
で
見
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

昔
か
ら
自
由
自
在
に
遍
歴
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が

今
こ
う
し
て
遊
覧
を
恣
に
し
て
い
る

天
台
山
で
は
有
名
な
石
橋
を
渡
り

若
耶
渓
で
は
林
の
中
の
急
流
を
遡
る

船
を
降
り
て
仏
寺
に
入
り

栴
檀
の
香
る
仏
閣
で
休
ん
だ
り
す
る

晴
れ
た
山
中
か
ら
は
秦
望
山
も
間
近
に
見
え

雪
解
け
混
じ
り
で
水
か
さ
が
増
え
鏡
湖
も
広
々
と
し
て
い
る

遠
く
へ
の
遊
行
で
、
ゆ
っ
く
り
と
た
た
ず
ん
で
景
勝
を
鑑
賞
す
れ
ば

自
分
の
地
位
が
低
く
と
も
、
心
安
ら
か
に
い
ら
れ
る
の
だ

白
雲
が
夕
方
に
な
っ
て
も
漂
っ
て
お
り

滄
海
は
行
き
来
し
な
が
ら
眺
め
る

故
郷
は
遙
か
遠
く
に
あ
り

あ
な
た
た
ち
（
友
人
達
）
は
政
府
の
高
い
地
位
に
就
い
て
い
る

お
待
ち
し
て
い
ま
す
よ
、
一
緒
に
手
を
携
え
て

何
時
の
日
か
官
を
辞
し
て
、
こ
の
地
で
と
も
に
遊
ぶ
こ
と
を

■
解
説

　

五
言
古
詩
。
韻
字
は
、「
歡
・
盤
・
湍
・
檀
・
寛
・
安
・
觀
・
端
・
冠
」
で
、

平
水
韻
で
は
上
平
一
四
寒
の
韻
。
換
韻
は
し
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
三
部
構

成
と
み
た
。

　

江
南
を
旅
す
る
中
で
、雲
門
寺
に
遊
ん
だ
折
り
の
作
。山
川
遊
行
の
楽
し
み
を
、

都
で
官
に
就
く
友
人
に
伝
え
、
と
も
に
遊
楽
す
る
こ
と
を
誘
う
。
江
南
の
名
勝

の
一
つ
と
し
て
、
天
台
山
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
石
梁
飛
瀑
を
訪
れ
た
こ
と
を

述
べ
て
お
り
、
天
台
山
を
実
地
に
訪
問
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
一
連
の
江
南

の
旅
の
途
中
で
、
天
台
山
訪
問
を
回
顧
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
補
遺
２
】
宿
中
山
翠
微
寺
空
上
上
人
房

中
山
翠
微
寺
の
空
上
上
人
の
房
に
宿
す

孟
浩
然

　

☆
天
台
前
集
別
編

　

★
全
唐
詩
巻
一
五
九
、
孟
浩
然
集
巻
一

■
本
文
と
訓
訳

翠 

微 

終 

南 

裏	

翠
微　

終
南
の
裏

雨 

後 

宜 

返 

照	

雨
後　

返
照
に
宜
し

閉 

關 

久 

沈 

冥	

關
を
閉
じ
久
し
く
沈
冥
し

杖 

策 

一 

登 

眺	

策
を
杖
つ
き
て
一
た
び
登
り
眺
む

遂 
造 
幽 
人 

室	

遂
に
幽
人
の
室
に
造い
た

り

始 

知 
靜 
者 
妙	

始
め
て
靜
者
の
妙
を
知
る

儒 

道 

雖 
異 
門	

儒
道
門
を
異
に
す
と
雖
も



‒ 96 ‒

雲 

林 

頗 

同 

調	

雲
林
頗
る
調
を
同
じ
く
す

兩 
心 

喜 

相 

得	

兩
心　

相
得
た
る
を
喜
び

畢 
景 
共 

談 

笑	

畢
景　

談
笑
を
共
に
す

暝 

還 
高 
窗 
眠	

暝　

還い
た

り
て
高
窗
に
眠
り

時 

見 

遠 
山 
燒	

時
に
遠
山
の
燒
く
る
を
見
る

緬 

懷 

赤 

城 

標	
緬は
る
かに
懷
ふ
赤
城
の
標

更 

憶 

臨 

海 

嶠	

更
に
憶
ふ
臨
海
の
嶠

風 

泉 

有 

清 

音	

風
泉　

清
音
有
り

何 

必 

蘇 

門 

嘯	

何
ぞ
蘇
門
の
嘯
を
必
せ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

＊
題
名
を
、
全
唐
詩
は
「
題
終
南
翠
微
寺
空
上
人
房
〔
一
作
宿
終
南
翠
微
寺
〕」、
孟
浩

然
集
は
「
宿
終
南
翠
微
寺
」
と
す
る
が
、「
題
終
南
翠
微
寺
空
上
人
房
」
と
す
る
版
本
も

あ
る
。

　
［
登
］天
台
前
集
作
遊
。
倣
孟
浩
然
集・全
唐
詩
改
登
。　
［
喜
相
］全
唐
詩
作
相
喜〔
一

作
喜
相
〕。　
［
眠
］
全
唐
詩
作
眠
〔
一
作
昏
〕。　
［
音
］
全
唐
詩
作
音
〔
一
作
聽
〕。

■
語
注

○
中
山
…
不
詳
。
こ
の
山
名
を
伝
え
る
の
は
天
台
前
集
の
み
。
翠
微
寺
と
関
わ
る
の
は

終
南
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
孟
浩
然
集
な
ど
の
よ
う
に
終
南
山
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

終
南
山
は
、
長
安
の
南
に
横
た
わ
る
山
。　

○
翠
微
寺
…
「
元
和
郡
県
図
志
」
関
内
道

長
安
県
に
、
終
南
山
太
和
谷
に
太
和
宮
が
あ
り
、
武
徳
八
年
（
六
二
五
）
創
建
で
、
貞

観
十
年
（
六
三
六
）
に
廃
、
同
二
十
一
年
（
六
四
七
）
に
翠
微
宮
と
し
て
再
建
さ
れ
、

の
ち
に
寺
に
改
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
趙
桂
藩
は
、
寺
に
改
め
ら
れ
た
の
は
盛
唐
期
以
前

で
あ
り
、
孟
浩
然
の
こ
の
詩
が
そ
の
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
拠
で
あ
ろ
う
と
い
う
。　

○
空
上
上
人
…
あ
る
い
は
空
上
人
。不
詳
。　

○
閉
關
…
世
人
と
の
交
わ
り
を
絶
つ
こ
と
。

江
淹
「
恨
賦
」（「
文
選
」
巻
十
六
）
に
「
閉
關
却
掃
、
塞
門
不
仕
（
門
を
閉
ざ
し
て
客

を
断
り
、
二
度
と
出
仕
し
な
か
っ
た
）」、
顏
延
之
「
五
君
詠
・
劉
參
軍
」（「
文
選
」
巻

二
十
一
）に「
劉
靈
善
閉
關
、
懷
情
滅
聞
見（
劉
霊
は
よ
く
鍵
を
か
け
て
閉
ざ
し
た
よ
う
に
、

情
欲
を
し
ま
い
こ
ん
で
耳
に
聞
き
目
に
見
る
こ
と
を
や
め
る
）」
と
あ
る
。　

○
沈
冥
…

隠
れ
住
み
人
跡
を
絶
っ
て
仕
え
な
い
こ
と
。
楊
雄
「
法
言
」
問
明
に
「
蜀
荘
沈
冥
」
と

あ
り
、
李
軌
は「
沈
冥
、
猶
玄
寂
、
泯
然
無
跡
之
貌
」と
注
す
る
。　

○
幽
人
…
隠
遁
者
。

空
上
上
人
を
指
す
。「
周
易
」
履
・
九
二
に
「
履
道
坦
坦
、
幽
人
貞
吉
」
と
あ
り
、
孔
穎

達
は
「
幽
人
貞
吉
者
、
既
無
險
難
、
故
在
幽
隱
之
人
守
正
得
吉
」
と
注
す
る
。　

○
靜

者
…
処
虚
守
静
の
人
。
こ
れ
も
空
上
上
人
を
指
す
。「
論
語
」
雍
也
に
「
智
者
動
、
仁
者

靜
」
と
あ
り
、
謝
霊
運
「
過
始
寧
墅
」（
文
選
」
巻
二
十
六
）
に
「
拙
疾
相
倚
薄
、
還
得

靜
者
便
（
官
吏
と
し
て
は
、
つ
た
な
く
、
ま
あ
病
の
身
で
も
あ
り
、
進
退
に
迷
っ
て
い

た
の
に
、
こ
の
た
び
静
か
に
山
水
の
間
に
お
と
つ
く
便
宜
を
得
た
）」
と
あ
る
。　

○
儒

道
…
孟
浩
然
が
自
分
を
儒
に
あ
て
て
い
る
。
道
は
こ
こ
で
は
仏
教
。
空
上
上
人
に
あ
て

る
。　

○
雲
林
…
雲
谷
山
林
な
ど
、
自
然
の
中
の
隠
遁
に
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
。　

○

同
調
…
曲
調
が
あ
う
よ
う
に
、
意
趣
が
合
致
す
る
こ
と
。
謝
霊
運
「
七
里
瀬
」（「
文
選
」

巻
二
十
六
）
に
「
誰
謂
古
今
殊
、
異
世
可
同
調
（
古
と
今
と
は
時
代
が
違
う
な
ど
と
何

と
て
言
お
う
ぞ
、
時
代
は
異
な
っ
て
も
調
子
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
）」
と

あ
り
、
李
善
は
「
樂
稽
耀
嘉
曰
、
聖
人
雖
生
異
世
、
其
心
意
同
如
一
也
」
を
引
き
、「
調
、

猶
運
也
。
謂
音
聲
之
和
也
」
と
注
す
る
。　

○
相
得
…
意
気
投
合
す
る
。「
史
記
」
魏
其

武
安
侯
列
伝
に
「
相
得
驩
甚
、
無
厭
、
恨
相
知
晩
也
」
と
あ
る
。　

○
畢
景
…
日
没
。

一
日
中
。
鮑
照
「
還
都
道
中
詩
」（「
文
選
」
巻
二
十
七
）
に
「
侵
星
赴
早
路
、
畢
景
逐

前
儔
（
星
を
い
た
だ
い
て
早
朝
の
路
を
歩
み
、
日
の
落
ち
る
ま
で
も
前
に
行
く
侶
の
あ
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と
を
逐
い
つ
つ
進
む
）」
と
あ
る
。　

○
暝
還
…
還
に
「
来
」「
到
」
の
意
味
が
あ
る
の
で
、

訳
文
の
よ
う
に
訳
し
た
。　

○
遠
山
燒
…
徐
鵬
や
趙
桂
藩
の
い
う
野
火
で
は
な
く
、
山

が
輝
く
様
だ
ろ
う
。し
か
し
曹
永
東
が
夕
焼
け
と
す
る
の
は
取
ら
ず
、朝
焼
け
と
取
っ
た
。

　

○
赤
城
標
…
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
赤
城
霞
起
以
建
標
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

　

○
臨
海
嶠
…
謝
霊
運
に
「
登
臨
海
嶠
、
初
發
彊
中
作
。
與
從
弟
惠
連
、
見
羊
何
共
和

之
詩
」が
あ
る（「
文
選
」
巻
二
十
五
）。
そ
こ
で
は
天
台
山
に
隣
接
す
る
天
姥
山
を
指
す
。

　

○
清
音
…
清
ら
か
な
音
楽
。
自
然
が
奏
で
る
音
。
左
思
「
招
隱
詩
」
一
（「
文
選
」
巻

二
十
二
）
に
「
非
必
有
絲
竹
、
山
水
有
清
音
（
琴
と
笛
と
の
音
楽
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

山
林
や
谷
川
は
清
ら
か
な
音
を
発
す
る
）」
と
あ
る
。　

○
蘇
門
嘯
…
蘇
門
山
に
お
け
る

嘯
。
嘯
は
、
口
を
す
ぼ
め
て
高
く
長
く
声
を
出
す
こ
と
だ
が
、
魏
晋
以
後
は
、
高
踏
的

な
遊
び
で
あ
っ
た
。「
晉
書
」
阮
籍
伝
に
は
、
阮
籍
が
蘇
門
山
で
孫
登
に
出
会
い
、
阮
籍

が
長
嘯
し
て
退
く
と
、
半
嶺
に
至
る
こ
ろ
、
孫
登
の
鸞
鳳
の
如
き
嘯
の
が
巌
谷
に
響
き

渡
っ
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
。

■
口
語
訳

翠
微
寺
は
終
南
山
の
中
に
あ
り

雨
上
が
り
の
中
で
夕
日
を
浴
び
て
輝
い
て
い
る

私
は
門
を
閉
ざ
し
て
人
と
交
わ
り
を
絶
ち
、
長
く
人
跡
を
絶
っ
て
い
た
が

杖
を
つ
き
な
が
ら
ひ
と
た
び
終
南
山
に
登
り
、
眺
望
を
楽
し
も
う
と
し
た

か
く
し
て
隠
遁
者
の
住
ま
い
に
至
り

そ
こ
で
は
じ
め
て
心
静
か
な
人
の
妙
味
を
理
解
し
た

私
と
上
人
と
は
異
な
る
立
場
に
あ
る
の
だ
が

自
然
の
中
で
の
隠
居
を
意
趣
と
す
る
点
で
は
調
べ
を
同
じ
く
す
る

ふ
た
り
と
も
意
気
投
合
し
た
こ
と
を
喜
び

日
が
暮
れ
る
ま
で
と
も
に
談
笑
し
た

暗
く
な
っ
て
か
ら
翠
微
寺
の
高
い
窓
の
下
で
眠
り

時
に
遠
く
の
山
が
朝
焼
け
で
赤
く
染
ま
る
の
を
眺
め
る

や
が
て
遙
か
遠
く
の
天
台
山
赤
城
の
霞
が
標
識
と
な
っ
て
い
た
の
を
想
起
し

更
に
は
臨
海
の
高
く
聳
え
る
山
が
追
憶
さ
れ
て
き
た

自
然
の
風
や
泉
の
中
に
こ
そ
、
清
ら
か
な
音
楽
が
あ
る

ど
う
し
て
蘇
門
山
に
お
け
る
孫
登
の
長
嘯
だ
け
が
、
よ
い
音
だ
と
い
え
よ
う

■
解
説

　

五
言
古
詩
。
韻
字
は
、「
照
・
眺
・
妙
・
調
・
笑
・
燒
・
嶠
・
嘯
」
で
、
平
水

韻
で
は
、
去
声
一
八
嘯
の
韻
。

　

終
南
山
の
翠
微
寺
に
空
上
上
人
を
尋
ね
、
そ
の
隠
遁
的
な
生
き
方
に
意
気
投

合
し
、
更
に
寺
に
泊
ま
っ
て
の
感
興
を
歌
っ
た
も
の
。
儒
仏
の
立
場
を
超
え
て
、

幽
遠
な
自
然
の
中
で
隠
棲
す
る
こ
と
の
価
値
を
述
べ
る
。

　

翠
微
寺
の
幽
遠
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
美
し
い
朝
焼
け
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に

想
起
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
赤
城
山
の
霞
が
登
場
す
る
。
隠
者
の
住
む
環
境
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
と
し
て
天
台
山
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
赤
城
山
が
標

識
と
な
る
と
い
う
語
句
は
、
孫
綽
の
賦
に
見
え
、
常
套
的
と
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
翠
微
寺
の
幽
遠
さ
を
歌
う
中
で
、
そ
の
連
想
と
し
て
天
台
山
が

あ
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
天
台
山
訪
問
が
孟
浩
然

に
強
い
印
象
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
表
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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【
補
遺
３
】
留
別
西
河
劉
少
府　
　
　
　

西
河
の
劉
少
府
に
留
別
す李

白

　

☆
な
し

　

★
全
唐
詩
巻
一
七
四
、
宋
本
李
太
白
集
巻
一
三
、
王
注
本
李
太
白
集
巻
一
五
。

■
本
文
と
訓
訳

秋 

髮 

已 

種 
種	
秋
髮　

已
に
種
種
た
り

所 

爲 

竟 

無 

成	
爲
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
竟
に
成
る
無
し

閑 

傾 

魯 

壺 

酒	

閑
か
に
傾
く
魯
壺
の
酒

笑 

對 

劉 

公 

榮	

笑
ひ
て
對
す
劉
公
榮

謂 

我 

是 

方 

朔	

謂
ふ
、
我
は
是
れ
方
朔

人 

間 

落 

歳 

星	

人
間
に
落
ち
た
る
歳
星
な
り

白 

衣 

干 

萬 

乘	

白
衣　

萬
乘
に
干も
と
め
ら
る
る
に

何 

事 

去 

天 

庭	

何
事
ぞ
天
庭
を
去
る
、
と

君 

亦 

不 

得 

意	

君
も
亦
た
意
を
得
ず

高 

歌 

羨 

鴻 

冥	

高
歌
し
て
鴻
冥
を
羨
む

世 

人 

若 

醯 

雞	

世
人　

醯
雞
の
若
く

安 

可 

識 

梅 

生	

安
ん
ぞ
梅
生
を
識
る
べ
け
ん
や

雖 

爲 

刀 

筆 

吏	

刀
筆
の
吏
と
な
る
と
雖
も

緬 

懷 

在 

赤 

城	

緬は
る
かに
懷
ふ
は
赤
城
に
在
り

余 

亦 

如 

流 

萍	

余
も
亦
た
流
萍
の
如
く

隨 

波 

樂 

休 

明	

波
に
隨
ひ
て
休
明
を
樂
し
む

自 

有 

兩 

少 

妾	

自
ら
兩
少
妾
有
り

雙 

騎 

駿 

馬 

行	

駿
馬
に
雙
騎
し
て
行
く

東 

山 

春 

酒 

綠	

東
山　

春　

酒　

綠
に

歸 

隱 

謝 

浮 

名	

歸
隱
し
て
浮
名
を
謝
せ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

＊
宋
本
を
底
本
と
す
る
。

　
［
秋
］
宋
本
・
全
唐
詩
・
王
注
本
作
秋
〔
一
作
我
〕。　
［
閑
］
全
唐
詩
作
閒
。

■
語
注

○
西
河
…
河
東
道
。
い
ま
山
西
省
汾
陽
。　

○
劉
少
府
…
少
府
は
県
尉
の
別
称
。
不
詳
。

　

○
秋
髪
…
白
髪
。　

○
種
種
…
髪
の
毛
が
短
い
様
。「
左
伝
」
昭
公
三
年
に
「（
八
月
）

盧
蒲
嫳
見
、
泣
且
請
曰
、
余
髪
如
此
種
種
、
余
奚
能
爲
」と
あ
り
、
杜
預
は「
種
種
、
短
也
」

と
注
す
。　

○
魯
壺
…
魯
が
周
室
に
献
上
し
た
壺
。「
左
伝
」
昭
公
十
五
年
に
「（
十
二

月
）（
周
天
子
）
以
文
伯
宴
、
樽
以
魯
壺
」
と
あ
り
、
杜
預
は
「
魯
壺
、
魯
所
獻
壺
樽
」

と
注
す
る
。「
種
種
」
に
続
き
「
左
伝
」
を
踏
ま
え
る
。　

○
劉
公
榮
…
東
晋
の
人
。
名

は
昶
。「
世
説
新
語
」
注
引
く
「
竹
林
七
賢
者
」
に
「
劉
光
榮
通
士
、
性
尤
好
酒
」
と
あ

る
。「
世
説
新
語
」
任
誕
篇
に
、
彼
が
ど
ん
な
身
分
の
人
と
も
と
も
に
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
、

同
簡
傲
篇
に
、
王
戎
と
阮
籍
と
が
飲
ん
だ
時
、
劉
光
栄
も
同
席
し
、
一
杯
の
杯
も
も
ら

わ
な
か
っ
た
が
談
論
を
楽
し
ん
だ
、
と
い
う
話
を
載
せ
る
。
酒
好
き
の
代
表
格
。
こ
こ

で
は
対
面
し
て
い
る
劉
少
府
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。　

○
方
朔
…
東
方
朔
。
漢
武
帝
期

の
侍
臣
で
滑
稽
。
様
々
な
伝
説
が
あ
る
が
「
列
仙
伝
」
巻
下
に
「
東
方
朔
、
…
智
者
疑

其
歳
星
精
也
」
と
あ
り
、「
初
学
記
」
巻
一
星
・
歳
精
に
引
く
「
漢
武
帝
内
伝
」
に
、
東

方
朔
が
死
ん
だ
の
で
武
帝
が
西
王
母
の
使
者
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
使
者
は
、
朔
は
も
と

も
と
木
帝
の
精
で
、
歳
星
で
あ
っ
た
の
が
、
人
間
世
界
に
遊
び
に
降
り
て
い
た
だ
け
で
、
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武
帝
の
臣
下
で
は
な
い
、
と
告
げ
る
話
が
あ
る
（
こ
の
話
は
、
現
行
本
の
「
漢
武
内
伝
」

に
は
見
え
な
い
）。　

○
歳
星
…
木
星
の
こ
と
。　

○
白
衣
…
無
位
無
官
の
人
。　

○
鴻

冥
…
鴻
が
遙
か
冥
冥
を
飛
べ
ば
狩
人
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
、
隠
者
が
高
踏
的
に
隠

遁
し
て
世
間
か
ら
離
れ
、
命
を
全
う
す
る
こ
と
を
い
う
。
揚
雄
「
法
言
」
問
明
に
「
治

則
見
、
亂
則
隱
。
鴻
飛
冥
冥
、
弋
人
何
慕
焉
」と
あ
る
。
大
野
は「
宮
廷
に
栄
達
す
る
人
々

を
羨
ま
し
く
思
っ
て
い
る
」
と
解
す
る
が
、
こ
こ
は
隠
遁
へ
の
あ
こ
が
れ
と
と
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。　

○
醯
雞
…
酒
や
酢
の
物
を
入
れ
た
甕
に
わ
く
小
虫
。「
荘
子
」
田
子
方
篇

に「
孔
子
出
以
告
顔
回
曰
、
丘
之
於
道
、
其
猶
醯
雞
與
」と
あ
り
、「
列
子
」天
瑞
篇
に「
醯

雞
生
乎
酒
」
と
あ
る
。　

○
梅
生
…
梅
福
。
漢
の
人
で
、
王
莽
が
簒
奪
す
る
と
、
家
を

出
て
隠
遁
し
た
。
江
南
に
は
彼
の
伝
説
を
伝
え
る
場
所
が
多
く
あ
る
。
謝
霊
運「
会
吟
行
」

（「
楽
府
詩
集
」
巻
六
十
四
）
に
「
范
蠡
出
江
湖
、
梅
福
入
城
市
」
と
あ
る
。　

○
刀
筆

吏
…
書
記
を
司
る
胥
吏
。
高
級
官
僚
で
は
な
い
。　

○
緬
懷
在
赤
城
…
仙
山
で
あ
る
天

台
山
の
赤
城
山
へ
の
あ
こ
が
れ
。
孟
浩
然
の
【
補
遺
２
】
の
詩
の
「
緬
懷
赤
城
標
」
に

酷
似
し
た
表
現
。　

○
流
萍
…
た
だ
よ
う
浮
き
草
。　

○
休
明
…
立
派
で
明
ら
か
な
こ
と
。

転
じ
て
、
明
君
、
盛
世
。
謝
朓
「
始
出
尚
書
省
」（「
文
選
」
巻
三
十
）
に
「
惟
昔
逢
休
明
、

十
載
朝
雲
陛
（
お
も
う
に
曾
て
徳
す
ぐ
れ
明
ら
か
な
武
帝
の
世
に
め
ぐ
り
あ
い
、
十
年

間
も
朝
廷
に
仕
え
て
き
た
）」
と
あ
り
、
李
善
は
「
休
明
、
謂
齊
武
皇
帝
也
」
と
注
す
る
。

　

○
東
山
…
東
晋
の
謝
安
は
、
会
稽
の
東
山
に
若
く
し
て
隠
棲
し
た
。
こ
こ
で
は
隠
居

あ
る
い
は
游
憩
の
地
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。　

○
春
酒
緑
…
大
野
は
、
春
に
な
っ
て
酒

が
熟
成
し
て
緑
色
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
や
は
り
山
の
緑
で
は
な
い
か
。　

○
謝
浮
名

…
謝
霊
運
「
初
去
郡
」
に
「
伊
余
秉
微
尚
、
拙
訥
謝
浮
名
（
私
は
山
水
の
間
に
隠
棲
し

た
い
志
を
持
ち
、
つ
た
な
さ
と
く
ち
べ
た
の
ま
ま
で
実
質
以
上
の
名
声
を
退
け
る
）」
と

あ
る
。
実
質
以
上
の
虚
名
を
遠
慮
す
る
と
言
う
意
味
だ
が
、
李
白
と
し
て
は
、
世
間
の

評
判
そ
の
も
の
が
価
値
の
な
い
も
の
と
の
認
識
だ
ろ
う
か
ら
、
つ
ま
ら
ぬ
評
判
と
解
し

た
。

■
口
語
訳

白
髪
は
既
に
乏
し
く
な
り

何
事
か
を
な
そ
う
と
思
っ
て
き
た
こ
と
も
何
一
つ
実
現
し
な
い
で
い
る

い
ま
や
静
か
に
魯
国
の
杯
を
傾
け

劉
公
栄
に
も
比
す
べ
き
劉
少
府
と
談
笑
す
る
の
み

君
は
言
う
、
私
李
白
は
東
方
朔
と
同
じ
く

人
間
世
界
に
落
ち
て
き
た
木
星
で
あ
る

無
位
無
官
の
身
で
あ
り
な
が
ら
帝
王
に
求
め
ら
れ
て
仕
官
し
て
い
た
の
に

ど
う
し
て
朝
廷
を
去
る
こ
と
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か
、
と

そ
う
い
う
あ
な
た
も
ま
た
、
こ
の
世
間
に
満
足
を
得
ら
れ
ず

高
ら
か
に
歌
い
な
が
ら
、
鴻
が
冥
冥
を
飛
ぶ
の
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
る

世
間
の
人
々
は
酒
壺
に
沸
く
小
虫
の
よ
う
な
も
の
で

梅
福
に
も
等
し
い
あ
な
た
の
こ
と
な
ど
と
う
て
い
理
解
は
で
き
な
い
の
だ

あ
な
た
は
小
役
人
と
し
て
勤
務
し
て
は
い
る
が

そ
の
心
は
遙
か
な
仙
山
で
あ
る
赤
城
山
を
思
い
描
い
て
い
る
の
だ

そ
う
い
う
私
も
漂
う
浮
き
草
の
よ
う
に

波
に
ま
か
せ
て
太
平
の
世
を
楽
し
ん
で
い
る

私
に
は
二
人
の
若
い
愛
人
が
お
り

駿
馬
に
二
人
を
乗
せ
て
、
と
も
に
旅
に
従
わ
せ
て
い
る

遙
か
な
東
山
で
は
、
春
の
季
節
と
て
緑
が
美
し
く
、
酒
も
あ
る
だ
ろ
う

そ
こ
へ
帰
隠
し
て
、
世
間
の
評
価
な
ど
と
言
う
、
つ
ま
ら
な
い
名
声
は
ご
遠
慮

し
よ
う
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■
解
説

　

五
言
古
詩
。
韻
字
は
、「
成
・
榮
・
生
・
城
・
明
・
行
・
名
」
で
、
平
水
韻
で

は
下
平
八
庚
の
韻
。「
星
・
庭
・
冥
」
で
、
平
水
韻
で
は
下
平
九
青
の
韻
。
通
韻

で
あ
ろ
う
。

　

大
野
は
、
天
宝
十
二
年
（
七
五
三
）
の
作
、
安
旗
は
天
宝
四
年
（
七
四
五
）

の
作
と
す
る
。「
去
天
庭
」
と
あ
り
、
翰
林
学
士
を
辞
任
し
た
の
が
天
宝
三
年
な

の
で
、
そ
の
後
の
作
。
魯
壺
と
あ
れ
ば
、
山
東
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
の
作
か
。

　

劉
某
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
謝
安
な
ど
、
過
去
の
隠
者
た
ち
と
自
分

た
ち
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
高
踏
的
な
隠
遁
志
向
を
歌
っ
た
も
の
。
一
方
仕

官
へ
の
忌
避
と
未
練
と
が
ほ
の
見
え
る
。

　

天
台
山
に
つ
い
て
は
、
隠
遁
志
向
の
劉
某
が
、
仙
山
赤
城
山
へ
の
あ
こ
が
れ

を
抱
い
て
い
る
と
い
う
表
現
で
登
場
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
句
は
、
孟
浩

然
の
【
補
遺
２
】
の
表
現
と
酷
似
し
て
い
る
。
孟
浩
然
の
句
を
踏
ま
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

【
補
遺
４
】
送
祁
樂
歸
河
東	

祁
樂
の
河
東
に
歸
る
を
送
る

岑
參

　

☆
な
し

　

★
全
唐
詩
巻
一
九
八
、
岑
嘉
州
詩
巻
一

■
本
文
と
訓
訳

祁 

樂 

後 

來 

秀	

祁
樂
は
後
來
の
秀
に
し
て

挺 

身 

出 

河 

東	

挺
身
し
て
河
東
を
出
づ

往 

年 

詣 

驪 

山	

往
年　

驪
山
に
詣
り

獻 

賦 

温 

泉 

宮	

賦
を
獻
ず　

温
泉
宮

天 

子 

不 

召 

見	

天
子　

召
見
せ
ず

揮 

鞭 

遂 

從 

戎	

鞭
を
揮
っ
て
遂
に
戎
に
從
ふ

前 

月 

還 

長 

安	

前
月　

長
安
に
還
る
に

囊 

中 

金 

已 

空	

囊
中
の
金　

已
に
空
し

有 

時 

忽 

乘 

興	

有
時
に
忽
ち
興
に
乘
ず
る
有
り

畫 

出 

江 

上 

峯	

畫
き
出
す
江
上
の
峯

牀 

頭 

蒼 

梧 

雲	

牀
頭
に
蒼
梧
の
雲

簾 

下 

天 

台 

松	

簾
下
に
天
台
の
松

忽 

如 

高 

堂 

上	

忽
と
し
て
高
堂
の
上
の
如
く

颯 

颯 

生 

清 

風	

颯
颯
と
し
て
清
風　

生
ず

五 

月 

火 

雲 

屯	

五
月　

火
雲　

屯
し

氣 

燒 

天 

地 

紅	

氣
燒
き
て　

天
地　

紅
な
り

鳥 

且 

不 

敢 

飛	

鳥
す
ら
且
つ
敢
へ
て
飛
ば
ず

子 

行 

如 

轉 

蓬	

子　

行
く
こ
と
轉
蓬
の
如
し

少 

華 

與 

首 

陽	

少
華
と
首
陽
と
は

隔 

河 

勢 

爭 

雄	

河
を
隔
て
て
勢
ひ
雄
を
爭
ふ

新 
月 

河 

上 

出	

新
月　

河
上
に
出
で

清 
光 
滿 
關 

中	

清
光　

關
中
に
滿
つ

置 

酒 

灞 
亭 
別	

置
酒
す
灞
亭
の
別
れ
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高 

歌 

披 

心 

胸　
　

高
歌
し
心
胸
を
披ひ
ら
く

君 

到 

故 

山 

時　
　

君
が
故
山
に
到
る
の
時

爲 
謝 

五 

老 

翁　
　

た
め
に
五
老
翁
に
謝
せ
よ

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

＊
岑
嘉
州
詩
を
底
本
と
す
る
。

　
［
生
清
］
全
唐
詩
作
生
清
〔
一
作
聞
江
〕。　
［
謝
五
］
底
本
作
吾
謝
。
倣
全
唐
詩
作
改
。

■
語
注

○
祁
樂
…
諸
注
は
、
画
家
の
祁
岳
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
杜
甫
「
奉
先
劉
少
府
新
畫
山
水

障
歌
」
に
、
劉
少
府
の
絵
を
褒
め
て
「
畫
師
亦
無
數
、
好
手
不
可
遇
。
對
此
融
心
神
、

知
君
重
毫
素
。
豈
但
祁
岳
與
鄭
虔
、
筆
跡
遠
過
楊
契
丹
（
画
か
き
は
い
く
ら
で
も
い
る

が
、
上
手
に
は
お
目
に
か
か
ら
な
い
。
こ
の
画
の
前
で
は
精
神
が
し
ず
ま
り
、
あ
な
た

の
美
術
の
重
厚
さ
を
さ
と
る
。
祁
岳
・
鄭
虔
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
、
楊
契
丹
さ
え
見
か
え

さ
ん
ば
か
り
の
筆
づ
か
い
）」
と
あ
る
。
祁
岳
が
当
時
定
評
の
あ
る
画
家
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
張
彦
遠
「
歴
代
名
画
記
」
に
は
記
事
が
な
い
が
、
陳
鉄
民
・
廖
立
に
よ
れ

ば
、
朱
景
玄
「
唐
朝
名
画
録
」
に
「
空
有
其
名
、
不
見
踪
跡
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
二
十
五
人
の
中
に
、
祁
岳
が
見
え
る
と
い
う
。
岑
参
に
は
「
祁
四
再
赴
江
南
別
詩
」

「
臨
洮
客
舎
留
別
祁
四
」
が
あ
り
、
そ
の
祁
四
も
同
じ
人
物
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
な
お
杜

甫
の
題
に
あ
る
劉
少
府
の
名
は
、
李
白
【
補
遺
３
】
に
も
見
え
る
。
同
じ
人
物
で
あ
る

か
は
不
詳
。
ま
た
杜
甫
の
詩
に
は
「
若
耶
溪
」「
雲
門
寺
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
れ
も
孟

浩
然
【
補
遺
１
】
に
見
え
る
が
、
こ
れ
も
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。　

○
河
東
…
「
新
唐
書
」

地
理
志
に
「
河
中
府
河
東
郡
」
と
あ
り
、
今
の
山
西
省
永
済
県
。　

○
後
來
秀
…
後
輩

中
の
優
秀
な
人
物
。「
晋
書
」
郭
舒
伝
に
「
郷
人
少
府
范
晷
・
宗
人
武
陵
太
守
郭
景
、
咸

稱
舒
爲
後
來
之
秀
」
と
あ
る
。　

○
挺
身
…
奮
い
立
っ
て
立
つ
こ
と
。　

○
驪
山
…
陝

西
省
臨
潼
県
に
あ
る
。　

○
温
泉
宮
…
唐
玄
宗
の
離
宮
。「
元
和
郡
県
図
志
」
に
よ
れ

ば
、
開
元
十
一
年
（
七
二
三
）
の
創
建
で
、
天
宝
六
年
（
七
四
七
）
に
華
清
宮
と
改
称

さ
れ
た
と
い
う
。　

○
從
戎
…
軍
隊
に
身
を
投
じ
る
こ
と
。
曹
植
「
雜
詩
」（「
文
選
」

巻
二
十
九
）に「
類
此
遊
客
子
、
捐
軀
遠
從
戎（
そ
れ
は
ま
る
で
、
こ
の
さ
す
ら
い
人
が
、

我
が
身
を
棄
て
て
遠
く
軍
に
従
う
に
こ
と
な
ら
ぬ
）」
と
あ
る
。　

○
蒼
梧
…
九
疑
山
と

も
。
湖
南
省
南
寧
県
の
南
。
舜
が
葬
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
。
謝
朓
「
新
亭
渚
別
范

零
陵
」（「
文
選
」
巻
二
十
）
に
「
雲
去
蒼
梧
野
、
水
還
江
漢
流
（
蒼
梧
の
野
の
方
へ
雲

は
去
り
、
江
水
漢
水
の
流
れ
は
海
に
還
り
注
ぐ
）」
と
あ
る
。　

○
天
台
松
…
天
台
山
と

松
と
に
つ
い
て
は
、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
蔭
落
落
之
長
松
」
と
あ
り
、
両
者
の

結
び
つ
き
は
強
い
。
廖
立
は
、
釈
景
雲
の
「
画
松
」
の
詩
「
畫
松
一
似
眞
松
樹
、
且
待

尋
思
記
得
無
。
曾
在
天
台
山
上
見
、
石
橋
南
畔
第
三
株
」
を
引
く
。　

○
火
雲
…
赤
い

雲
。
炎
夏
の
雲
。
蕭
統
「
錦
帶
書
十
二
月
啓・蕤
賓
五
月
」（「
梁
昭
明
太
子
文
集
」
巻
三
）

に
「
凍
雨
洗
梅
樹
之
中
、
火
雲
燒
桂
林
之
上
（
冷
た
い
雨
が
梅
の
木
々
を
洗
い
、
燃
え

る
雲
が
桂
林
の
上
を
焼
く
）」と
あ
る
。　

○
轉
蓬
…
根
無
し
草
。
曹
植「
雜
詩
六
首（
其

二
）」（「
文
選
」
巻
二
十
九
）
に
「
轉
蓬
離
本
根
、
飄
颻
隨
長
風
（
風
に
転
ず
る
蓬
は
、

も
と
の
根
か
ら
離
れ
て
ひ
ら
ひ
ら
と
、
遠
く
吹
き
過
ぎ
る
風
の
ま
に
ま
に
去
っ
て
ゆ
く
）」

と
あ
り
、
李
善
注
は
「
説
苑
」
巻
十
敬
慎
よ
り
以
下
の
抜
粋
を
引
く
。「
魯
哀
公
棄
國
走

齊
。
…
曰
『
…
是
猶
秋
蓬
惡
於
根
本
、
而
美
於
枝
葉
。
秋
風
一
起
、
根
且
抜
矣
』（『
私

の
有
り
様
は
、
ち
ょ
う
ど
秋
の
蓬
草
が
根
本
を
憎
ん
で
厭
い
、
逆
に
枝
葉
を
よ
し
と
す

る
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
秋
風
が
ひ
と
た
び
起
こ
れ
ば
、
根
っ
こ
か
ら
抜
け
て
し
ま
う

の
だ
。』」）。　

○
少
華
…
華
山
の
麓
の
小
山
。
今
の
陝
西
省
華
陰
県
南
に
あ
る
。　

○

首
陽
…
雷
首
山
と
も
。今
の
山
西
省
永
済
県
の
南
、黄
河
の
北
岸
、河
東
の
地
に
あ
る
。「
述

征
記
」（「
芸
文
類
聚
」
巻
七
華
山
引
）
に
「
華
山
對
河
東
首
陽
山
、
黄
河
流
于
二
山
之
間
」

と
あ
る
。　

○
新
月
河
上
出
…
劉
開
揚
は
、
謝
荘
「
月
賦
」（「
文
選
」
巻
十
三
）
の
「
美

人
邁
兮
音
塵
闕
、
隔
千
里
兮
共
明
月
（
美
人
は
去
っ
て
音
信
も
絶
え
た
が
、
千
里
を
隔
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て
て
同
じ
月
を
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
）」
を
引
き
、「
見
月
思
人
之
意
」
が
あ
る
と
い

う
。　

○
灞
亭
…
覇
陵
亭
。
覇
水
の
ほ
と
り
の
亭
で
、
西
安
の
東
に
あ
り
、
唐
人
は
東

行
す
る
ひ
と
を
見
送
る
際
に
は
こ
こ
で
送
別
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
李
白
に
「
灞
陵

行
送
別
詩
」が
あ
る
。　

○
披
心
胸
…
胸
襟
を
開
く
。
謝
霊
運「
酬
從
弟
惠
連
」（「
文
選
」

巻
二
十
五
）
に
「
末
路
値
令
弟
、
開
顏
披
心
胸
（
晩
年
に
な
っ
て
弟
で
あ
る
君
に
あ
い
、

寂
し
い
顔
を
開
い
て
喜
び
、
胸
の
内
を
ひ
ろ
げ
て
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
た
）」
と
あ

る
。　

○
爲
謝
五
老
翁
…
こ
の
句
、
文
字
の
異
同
多
し
。
底
本
は
「
私
の
た
め
に
老
翁

に
よ
ろ
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
な
る
。
五
老
翁
と
は
、
五
老
山
で
、
山
西
の
永
済
県

に
あ
り
、「
元
和
郡
県
図
志
」
巻
十
二
に
、
堯
の
時
代
に
五
人
の
老
人
が
こ
こ
か
ら
星
に

な
っ
て
空
に
登
っ
た
と
い
う
伝
説
を
載
せ
る
。
陳
鉄
民
は
、
後
人
は
五
老
翁
の
意
味
が

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
「
爲
吾
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
。

■
口
語
訳

祁
樂
は
後
輩
の
秀
才
で

身
を
振
り
立
て
て
河
東
か
ら
都
に
出
て
き
た

以
前
長
安
の
驪
山
に
至
り

温
泉
宮
で
皇
帝
に
賦
を
献
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た

し
か
し
天
子
は
彼
を
召
見
し
な
か
っ
た
の
で

鞭
を
振
る
っ
て
軍
隊
に
身
を
投
じ
た
の
で
あ
っ
た

今
年
の
先
月
、
長
安
に
還
っ
て
き
た
が

手
持
ち
の
お
金
は
空
っ
ぽ
だ
っ
た

そ
れ
が
あ
る
と
き
ふ
と
興
に
乗
り

川
の
ほ
と
り
に
聳
え
る
峯
を
描
き
出
し
た

画
を
掛
け
た
部
屋
で
は
、
ベ
ッ
ド
の
上
に
は
蒼
梧
山
の
雲
が
あ
り

簾
の
下
に
は
天
台
山
の
松
が
あ
る

い
つ
の
ま
に
か
高
殿
の
上
に
居
る
か
の
如
く

さ
っ
と
清
ら
か
な
風
が
吹
い
て
く
る
よ
う
だ

い
ま
や
夏
五
月
、
炎
雲
が
停
滞
し

空
気
は
焼
け
て
天
地
も
紅
に
染
ま
っ
て
い
る

鳥
す
ら
決
し
て
飛
ぼ
う
と
し
な
い
こ
の
と
き
に

あ
な
た
は
転
が
る
蓬
草
の
よ
う
に
、
あ
て
も
な
く
出
立
さ
れ
る

少
華
山
と
首
陽
山
と
は

黄
河
を
隔
て
て
向
か
い
合
い
、
雄
を
競
い
合
っ
て
い
る

（
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
長
安
に
い
る
私
と
河
東
に
帰
る
君
と
は
、
黄
河
に
隔
て

ら
れ
て
雄
を
競
う
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
）

そ
の
黄
河
の
上
に
は
新
月
が
上
り

清
ら
か
な
光
が
、
こ
こ
関
中
の
地
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

覇
陵
亭
で
別
れ
の
宴
を
も
よ
お
し

高
ら
か
に
歌
い
、
胸
襟
を
開
く

君
よ
、
故
里
の
山
河
に
帰
り
着
い
た
な
ら
ば

私
の
た
め
に
五
老
翁
に
よ
ろ
し
く
と
伝
え
て
く
れ
た
ま
え
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■
解
説

　

五
言
古
詩
。
韻
字
は
、「
東
・
宮
・
戎
・
空
・
風
・
紅
・
蓬
・
雄
・
中
・
翁
」
で
、

平
水
韻
で
は
、
上
平
一
東
の
韻
。「
峯
・
松
・
胸
」
で
、
平
水
韻
で
は
、
上
平
二

冬
の
韻
。
通
韻
で
あ
ろ
う
。

　

撰
者
の
岑
参
（
七
一
五
～
七
七
○
）
は
、
河
南
省
南
陽
の
人
。
天
宝
三
年

（
七
四
四
）の
進
士
。
節
度
使
の
幕
僚
と
し
て
西
域
に
あ
り
、
安
史
の
乱（
七
五
五

～
七
六
三
）
の
さ
な
か
の
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
に
は
粛
宗
に
従
っ
て
長
安
入

り
し
て
い
る
。
諸
官
を
歴
任
し
、
代
宗
の
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
に
嘉
州
（
四

川
省
）刺
史
と
な
っ
た
。
大
暦
五
年
、成
都
で
没
。
辺
塞
詩
人
と
し
て
名
が
あ
り
、

高
適
と
併
称
さ
れ
る
。
岑
嘉
州
集
七
巻
が
あ
る
。

　

聞
一
多
「
岑
嘉
州
繋
年
考
証
」
は
、
天
宝
十
年
（
七
五
一
）
岑
参
は
臨
洮
に

あ
っ
て
「
臨
洮
客
舎
留
別
祁
四
」
の
詩
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
作
だ
ろ
う

か
ら
、
天
宝
十
一
～
十
二
年
の
作
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。

　

河
東
の
地
へ
還
る
友
を
送
別
す
る
詩
。
祁
樂
は
多
才
の
人
で
あ
っ
た
が
絵
画

に
も
優
れ
て
い
た
。
そ
の
彼
が
描
い
た
作
品
を
褒
め
る
中
で
、
画
中
に
描
か
れ

た
代
表
的
な
景
勝
と
し
て
、
蒼
梧
山
の
雲
と
並
ん
で
天
台
山
の
松
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。「
天
台
山
と
松
」
は
、
語
注
で
も
述
べ
た
よ
う
に
孫
綽
の
賦
に
登
場
す

る
、
天
台
山
を
代
表
す
る
景
勝
。
二
つ
し
か
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
祁
樂
の
絵
画

の
画
材
の
ひ
と
つ
に
そ
れ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
祁
樂
あ
る
い
は
岑
參

に
と
っ
て
、
こ
の
景
勝
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
す
。

【
補
遺
５
】
雜
言
無
錫
惠
山
寺
流
泉
歌

雜
言
、
無
錫
惠
山
寺
流
泉
の
歌

皇
甫
冉

　

☆
天
台
前
集
別
編

　

★
全
唐
詩
巻
二
四
九
、
唐
皇
甫
冉
詩
集

■
本
文
と
訓
訳

寺 

有 

泉 

兮 

泉 

在 

山	

寺
に
泉
有
り
、
泉
は
山
に
在
り

鏘 

金 

鳴 

玉 

兮 

長 

潺 

潺	

金
を
鏘
し
玉
を
鳴
ら
し
て
長
き
こ
と
潺
潺

作 

潭 

鏡 

兮 

澄 

寺 

内	

潭
鏡
を
作
し
て
寺
内
に
澄
み

泛 

巖 

花 

兮 

到 

人 

間	

巖
花
を
泛
べ
て
人
間
に
到
る

土 

膏 

脈 

動 

知 

春 

早	

土
膏　

脈
動
し
、
春
の
早
き
を
知
り

隈 

隩 

陰 

深 

長 

苔 

草	

隈
隩　

陰
深
に
し
て
、
苔
草
長
し

處 

處 

縈 

迴 

石 

磴 

喧	

處
處　

縈
迴
た
る
石
磴
に
喧
し
く

朝 

朝 

盥 

漱 

山 

僧 

老	

朝
朝　

盥
漱
す
る
山
僧
老
い
た
り

林 

松 

自 

古 

草 

自 

新	

林
松
は
自
お
の
づ
から
古
く
し
て
、
草
は
自
ら
新
た

な
り

清 

流 

活 

活 

無 

冬 

春	

清
流
は
活
活
と
し
て
冬
春
無
し

任 

疏 

鑿 

兮 

任 

汲 

引	

疏
鑿
に
任
せ
、
汲
引
に
任
す

若 

有 

意 

兮 

山 

中 

人	

意
有
る
が
若
し
、
山
中
の
人

偏 

依 

佛 

界 

通 

仙 

境	

偏ひ
と
へに
佛
界
に
依
り
、
仙
境
に
通
ず

明 

滅 

玲 

瓏 

媚 

林 

嶺	

明
滅
玲
瓏
た
る
媚
林
の
嶺

宛 
如 

太 

室 

臨 

九 

潭	

宛
も
太
室
の
九
潭
に
臨
む
が
如
く

詎 
減 
天 
台 

望 

三 

井	

詎あ

に
天
台
の
三
井
を
望
む
に
減
ぜ
ん
や

我 

來 

結 
綬 
未 
經 

秋	

我　

綬
を
結
び
て
來
未
だ
秋と
し
を
經
ざ
る
に
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已 

厭 

微 

官 

憶 

舊 

遊	

已
に
微
官
に
厭
き
て
舊
遊
を
憶
ふ

且 

復 

遲 

迴 

猶 

未 

去	

且し
ば
らく
復
た
遲
迴
し
て
猶
ほ
未
だ
去
ら
ず

此 
心 

祗 

爲 

靈 

泉 

留	

此
の
心　

祗た

だ
靈
泉
の
爲
に
留
ま
る

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

　
［
林
松
自
古
草
自
新
、
清
流
活
活
無
冬
春
］
唐
皇
甫
冉
詩
集
・
全
唐
詩
作
「
僧
自
老　

松
自
新
、
流
活
活　

無
冬
春
」。　
［
任
］
底
本
作
與
、
倣
唐
皇
甫
冉
詩
集
改
。

■
語
注

○
雜
言
…
古
体
詩
の
一
種
。
句
ご
と
の
字
数
な
ど
不
揃
い
。　

○
無
錫
惠
山
寺
…
不
詳
。

　

○
鏘
金
…
金
属
器
を
打
っ
て
音
を
出
す
。　

○
潭
鏡
…
鏡
の
よ
う
に
平
ら
で
澄
み
切

っ
た
淵
。　

○
巖
花
…
用
例
が
な
い
。
山
に
生
え
て
い
る
花
か
。　

○
土
膏
…
土
中
に

含
ま
れ
る
、
植
物
な
ど
を
生
長
さ
せ
る
栄
養
分
。　

○
脈
動
…
動
脈
の
動
き
を
言
う
が
、

こ
こ
で
は
地
中
の
土
膏
が
、
植
物
の
発
育
を
促
進
さ
せ
て
い
る
様
を
描
く
か
。　

○
隈

隩
…
曲
が
り
く
ね
っ
て
奥
深
い
山
奥
の
川
岸
。
謝
霊
運「
從
斤
竹
澗
越
嶺
溪
行
」（「
文
選
」

巻
二
十
二
）に「
逶
迤
傍
隈
隩
、
迢
遞
陟
陘
峴
（
曲
が
り
く
ね
っ
た
渓
流
に
沿
っ
て
進
み
、

ま
た
高
い
山
に
登
っ
て
ゆ
く
）」と
あ
り
、
李
善
は「
説
文
」の「
隈
、
山
曲
也
」と「
爾
雅
」

の
「
隩
、
隈
也
」
を
引
く
。　

○
陰
深
…
暗
い
、
ま
た
奥
深
い
。　
　

○
活
活
…
活
発

な
様
。
特
に
水
の
流
れ
る
音
や
水
が
流
れ
る
様
。「
詩
経
」
衛
風
・
碩
人
に
「
河
水
洋
洋
、

北
流
活
活
（
黄
河
の
水
は
ゆ
た
か
に
ゆ
た
か
に
、
北
の
方
に
ざ
あ
ざ
あ
と
流
れ
て
い
る
）」

と
あ
る
。　

○
無
冬
春
…
冬
枯
れ
や
春
の
雪
解
け
水
と
い
っ
た
、
季
節
に
よ
る
水
量
の

変
化
が
無
い
こ
と
、
と
解
し
た
。　

○
疏
鑿
…
川
岸
を
う
が
ち
、
水
を
通
す
こ
と
。
郭

璞
「
江
賦
」（「
文
選
」
巻
十
二
）
に
「
若
乃
巴
東
之
峽
、
夏
后
疏
鑿
（
さ
て
巴
東
の
峡

谷
は
、
夏
の
禹
王
が
切
り
開
い
た
も
の
で
あ
る
）」
と
あ
る
。　

○
汲
引
…
水
流
を
汲
み

取
る
こ
と
。
郭
璞
「
江
賦
」
に
「
并
吞
沅
灃
、
汲
引
沮
漳
（
長
江
は
、
沅
水
と
灃
水
と

を
呑
み
込
み
、沮
水
と
漳
水
を
吸
い
上
げ
る
）」と
あ
る
。　

○
山
中
人
…
撰
者
を
指
す
か
。

　

○
明
滅
…
暗
く
な
っ
た
り
明
る
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
。　

○
玲
瓏
…
玉
の
澄
み
切

っ
た
音
。
澄
み
切
っ
た
輝
き
。
こ
こ
は
後
者
で
解
し
た
。　

○
太
室
…
中
岳
嵩
山
の
主

峯
。　

○
九
潭
…
太
室
山
の
東
麓
に
あ
る
九
龍
潭
で
あ
ろ
う
。　

○
三
井
…
天
台
山
に

あ
る
三
段
の
滝
。
山
内
西
部
の
桐
柏
観
の
近
く
に
あ
る
と
さ
れ
、
唐
代
高
宗
玄
宗
期
に
、

雨
乞
い
の
た
め
の
投
龍
璧
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
（
徐
霊
府
「
天
台
山
記
」）。　

○
結
綬

…
印
綬
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
仕
官
す
る
こ
と
。　

○
遲
迴
…
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
様
。

徘
徊
す
る
様
。

■
口
語
訳

寺
に
は
泉
が
あ
り
、
泉
は
山
に
あ
る

そ
の
泉
は
金
属
や
玉
を
叩
く
よ
う
な
、
さ
ら
さ
ら
と
し
た
流
暢
な
音
を
立
て
る

鏡
の
よ
う
に
水
平
な
淵
を
な
し
て
、
寺
の
中
で
澄
ん
で
い
て

山
岳
に
生
え
て
い
る
よ
う
な
花
を
浮
か
べ
て
、
人
間
世
界
へ
と
流
れ
て
く
る

大
地
の
栄
養
が
活
発
化
し
て
春
が
早
く
も
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
分
か
り

曲
が
り
く
ね
っ
た
川
岸
は
暗
く
て
奥
深
く
、
苔
や
草
が
高
く
伸
び
て
い
る

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
く
ね
く
ね
と
曲
が
っ
て
い
る
石
段
に
、
や
か
ま
し
い
音
を
立

て
毎
朝
洗
顔
に
訪
れ
る
山
僧
は
年
老
い
て
い
る

松
林
も
古
び
て
い
く
が
、
草
は
新
し
く
生
え
て
く
る

清
流
は
季
節
を
問
わ
ず
ざ
あ
ざ
あ
と
流
れ
て
い
る

川
岸
は
清
流
に
削
ら
れ
る
に
ま
か
せ
、
ま
た
支
流
を
受
け
入
れ
る
が
ま
ま
に
す

る
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山
中
の
人
は
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ

こ
の
地
は
、
ま
っ
た
く
仏
教
世
界
に
依
拠
す
る
よ
う
で
あ
り
、
仙
境
に
通
じ
る

も
の
で
あ
る

き
ら
き
ら
と
き
ら
め
く
美
し
い
林
の
嶺
が
見
え
る

（
こ
の
景
勝
は
）
あ
た
か
も
太
室
山
が
九
潭
に
臨
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で

天
台
山
か
ら
三
井
を
遠
望
す
る
の
に
も
劣
り
は
し
な
い

私
は
仕
官
し
て
ま
だ
一
年
も
た
た
な
い
の
に

す
で
に
微
官
を
厭
う
て
昔
の
遊
覧
を
追
慕
し
て
い
る

か
り
そ
め
に
ぐ
ず
ぐ
ず
と
徘
徊
し
て
立
ち
去
る
こ
と
も
し
な
い

そ
れ
は
ま
さ
に
霊
妙
な
泉
に
心
引
か
れ
て
留
ま
っ
て
い
る
の
だ

■
解
説

　

歌
体
。
唐
皇
甫
冉
詩
集
は
、
九・十
句
め
を
、
三
言
づ
つ
の
二
句
に
し
て
い
る
。

五
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
換
韻
し
て
い
る
。
韻
字
は
、「
山
・
潺
・
間
」
で
、

平
水
韻
で
は
、
下
平
一
五
刪
の
韻
。「
早
・
草
・
老
」
で
、
平
水
韻
で
は
、
上
声

一
九
皓
の
韻
。「
新
・
春
・
人
」
で
、
平
水
韻
で
は
、
上
平
一
一
真
の
韻
。「
境
・

嶺
・
井
」
で
、
平
水
韻
で
は
上
声
二
三
梗
の
韻
。「
秋
・
遊
・
留
」
で
、
平
水
韻

で
は
、
下
平
一
一
尤
の
韻
。

　

撰
者
の
皇
甫
冉
（
七
一
四
～
七
六
七
）
は
、
字
は
茂
政
、
潤
州
丹
陽
（
江
蘇

省
鎮
江
）
の
人
で
、
晋
の
高
士
で
あ
る
謐
の
末
裔
と
い
う
。
皇
甫
曾
の
兄
。
張

九
齢
に
見
い
だ
さ
れ
、
天
宝
十
五
年
（
七
五
六
）、
進
士
に
及
第
。
無
錫
県
尉
を

始
め
諸
官
を
歴
任
し
、
大
暦
元
年
（
七
六
六
）
右
補
闕
に
累
進
。
の
ち
家
に
卒

し
た
。
詩
集
三
巻
が
あ
る
。「
唐
書
」
巻
二
○
二
本
伝
。

　

こ
の
詩
は
解
し
難
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
無
錫
の
恵
山
寺
を
訪
ね
、
そ
こ
の
泉

に
心
引
か
れ
て
う
た
っ
た
も
の
。
寺
内
に
小
山
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
小
山
水
を

な
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
小
山
と
泉
と
の
組
み
合
わ
せ
を
、

嵩
山
や
天
台
山
に
お
け
る
山
と
水
と
の
組
み
合
わ
せ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
と

述
べ
る
。
い
わ
ば
、
優
れ
た
山
水
の
代
表
と
し
て
、
天
台
山
の
そ
れ
が
、
嵩
山

の
そ
れ
と
と
も
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
天
台
山
を
代
表
す
る
景
勝
と
し
て
は
、
赤
城
山
と
赤
い
霞
、

そ
し
て
石
梁
飛
瀑
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
詩
で
は
三
井
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
詩
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
高
宗
玄
宗

期
に
こ
の
地
で
国
家
レ
ベ
ル
で
の
雨
乞
い
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

皇
甫
冉
が
三
井
に
着
目
し
た
こ
と
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
補
遺
６
】
題
昭
上
人
房	

昭
上
人
の
房
に
題
す

皇
甫
冉

　

☆
天
台
前
集
巻
上

　

★
文
苑
英
華
巻
二
三
五
（
寺
院
）、
全
唐
詩
巻
二
五
○
、
唐
皇
甫
冉
詩
集

■
本
文
と
訓
訳

沃 

州 

傳 

教 

後	

沃
州　

傳
教
の
後

百 

衲 

老 

空 

林	

百
衲　

空
林
に
老
ゆ

慮 

盡 

朝 

昏 

磬	

慮
は
盡
き
る　

朝
昏
の
磬

禪 
隨 

坐 

臥 

心	

禪
は
隨
ふ　

坐
臥
の
心

鶴 
飛 
湖 
草 

迥	

鶴
は
飛
ぶ　

湖　

草　

迥は
る
か
に

門 

閉 
野 
雲 
深	

門
は
閉
ざ
さ
れ　

野　

雲　

深
し

地 

與 

天 
台 
接	

地
は
天
台
と
接
す
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中 

峯 

早 

晩 

尋	

中
峯　

早
晩　

尋
ね
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

　
［
地
］
文
苑
英
華
作
願
〔
一
作
地
〕、
全
唐
詩
作
地
〔
一
作
願
〕。

■
語
注

○
昭
上
人
…
不
詳
。　

○
沃
州
…
山
名
。沃
洲
と
も
。今
の
浙
江
省
新
昌
県
の
東
に
あ
る
。

山
上
に
放
鶴
亭
・
養
馬
坡
が
あ
り
、
晋
代
に
支
遁
が
鶴
を
放
ち
馬
を
養
っ
た
処
だ
と
伝

え
る
。
道
教
で
は
第
十
五
福
地
。
実
際
に
昭
上
人
が
そ
の
地
で
布
教
し
た
の
か
、
あ
る

い
は
支
遁
が
布
教
し
た
地
名
を
借
り
て
き
た
だ
け
な
の
か
は
不
明
。　

○
百
衲
…
僧
侶

の
衣
服
。
多
く
の
布
を
綴
り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
か
く
言
う
。
こ
こ
で

は
僧
侶
そ
の
も
の
を
指
し
、
昭
上
人
の
こ
と
で
あ
る
。　

○
空
林
…
人ひ
と

気け

の
な
い
樹
林
。

晋
張
協
「
雜
詩
」（
六
）（「
文
選
」
巻
二
十
九
）
に
「
咆
虎
響
窮
山
、
鳴
鶴
聒
空
林
（
虎

の
ほ
え
る
声
が
奥
深
い
山
じ
ゅ
う
に
響
き
わ
た
り
、
鶴
の
鳴
き
声
が
人
気
の
な
い
林
に

や
か
ま
し
い
）」
と
あ
る
。　

○
朝
昏
…
朝
晩
。
あ
る
い
は
日
常
。　

○
磬
…
も
と
石
の

板
を
並
べ
た
楽
器
。
こ
こ
で
は
寺
院
で
用
い
る
木
魚
。
僧
侶
の
招
集
や
読
経
の
時
に
用

い
る
。
こ
こ
で
は
読
経
を
指
す
。　

○
坐
臥
…
日
常
の
起
居
。　

○
中
峯
…
諸
説
あ
る
。

こ
こ
で
は
主
峯
と
取
っ
た
が
、
群
峯
の
中
、
つ
ま
り
山
中
と
も
解
せ
る
。

■
口
語
訳

沃
州
の
地
で
仏
教
の
教
え
を
広
め
た
後
は

僧
侶
（
昭
上
人
）
は
ひ
と
け
の
な
い
林
で
静
か
に
老
い
て
ゆ
く

朝
晩
の
読
経
で
邪
念
・
心
慮
は
消
え

日
々
の
生
活
の
中
で
禅
定
の
心
が
自
然
と
つ
い
て
く
る

こ
の
場
所
は
、
鶴
が
、
湖
や
草
原
の
上　

遙
か
遠
く
を
飛
び

野
を
雲
が
深
く
覆
い
、
閉
ざ
さ
れ
た
門
を
尋
ね
て
く
る
凡
人
た
ち
も
い
な
い

こ
の
地
は
か
の
天
台
山
と
接
し
て
い
る

と
も
に
そ
の
主
峯
を
尋
ね
て
い
こ
う
で
は
な
い
か

■
解
説

　

五
言
律
詩
。
韻
字
は
、「
林
・
心
・
深
・
尋
」
で
、
平
水
韻
で
は
、
下
平
一
二

侵
の
韻
。

　

昭
上
人
の
宿
坊
を
尋
ね
、
上
人
の
隠
棲
ぶ
り
を
称
え
た
詩
。
布
教
活
動
も
終

え
て
、
人
と
の
交
わ
り
を
絶
っ
て
静
か
に
暮
ら
す
上
人
を
賞
賛
を
も
っ
て
描
き
、

さ
ら
に
こ
の
地
が
天
台
山
と
接
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
聖
地
を
と
も
に
尋
ね
よ

う
と
誘
う
。
実
際
に
上
人
の
住
ま
い
が
天
台
山
と
接
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い

は
上
人
の
隠
遁
ぶ
り
が
、
聖
地
天
台
山
に
棲
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
い
る

の
か
、
ど
ち
ら
と
も
解
し
う
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
台
山
は
、
優
れ
た
隠
者
が
尋
ね
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

と
し
て
、
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
ら
て
い
る
。

考
察
―
―
盛
唐
期
の
天
台
山
と
文
学
補
遺

　

今
回
は
、
前
稿
ま
で
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
、
盛
唐
期
ま
で
の
天
台
山
に
関

す
る
詩
歌
を
訳
出
し
た
。
初
唐
期
の
も
の
は
な
く
、
盛
唐
期
の
六
篇
で
あ
っ
た
。

　

前
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
天
台
山
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
Ａ
「
遠
く

か
ら
思
い
や
る
山
」、
Ｂ「
自
ら
は
訪
れ
な
い
が
、
そ
こ
を
訪
ね
る
人
が
い
る
山
」、

Ｃ
「
自
ら
が
訪
れ
る
山
」
の
三
種
類
に
分
類
し
た
。
今
回
の
六
篇
は
、【
補
遺
３
】

李
白
、【
補
遺
５
】
皇
甫
冉
が
Ａ
タ
イ
プ
。【
補
遺
４
】
岑
参
は
絵
画
に
描
か
れ

た
天
台
山
を
歌
う
が
、
三
分
類
で
い
え
ば
Ａ
で
あ
る
。【
補
遺
６
】
皇
甫
冉
は
、

昭
上
人
に
天
台
山
を
訪
ね
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
が
、
実
際
に
彼
が
天
台
山
に
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行
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
天
台
山
の
よ
う
な
聖
山
が
、
昭

上
人
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
の
が
詩
の
趣
旨
。
こ
れ
も
Ａ
に
属
す
る
。

　

し
か
し
皇
甫
冉
の
詩
に
も
新
味
が
あ
る
。【
補
遺
５
】
で
は
天
台
山
の
代
表
的

な
景
勝
と
し
て
、
三
井
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
で
、
三
井
の
名
が
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
詩

材
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

唐
皇
室
に
よ
る
、
三
井
に
お
け
る
国
家
祭
祀
が
遇
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
孫

綽
の
賦
に
あ
っ
た
、
赤
城・石
梁
、
あ
る
い
は【
補
遺
４
】岑
参
に
も
見
え
る「
松
」

な
ど
に
加
え
た
、
天
台
山
を
代
表
す
る
新
た
な
景
勝
地
の
登
場
で
あ
る
。

　

孟
浩
然
に
つ
い
て
言
え
ば
、【
補
遺
１
】
は
明
ら
か
に
彼
の
実
地
踏
査
経
験
を

踏
ま
え
て
い
る
。【
補
遺
２
】
も
、
Ａ
タ
イ
プ
と
も
取
れ
る
が
、
解
説
で
考
察
し

た
よ
う
に
、
天
台
山
を
訪
れ
た
強
い
印
象
が
、
こ
の
詩
に
反
映
し
て
い
る
も
の

と
解
釈
さ
れ
る
。
彼
の
二
作
品
は
、
Ｃ
の
タ
イ
プ
に
属
し
よ
う
。
な
お
、【
補
遺

３
】
李
白
に
あ
る
「
緬
懷
在
赤
」
の
句
は
、「
緬
懷
赤
城
標
」
と
い
う
、【
補
遺
１
】

孟
浩
然
の
句
と
酷
似
し
て
い
る
。
李
白
と
孟
浩
然
の
文
学
的
な
関
係
を
、
強
く

伺
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

注（１
）
本
稿
は
同
趣
旨
の
訳
注
の
九
本
目
で
、
先
立
つ
も
の
は
次
の
通
り
。

「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
―
―
六
朝
以
前
（
上
）」『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』

第
五
八
巻
第
一
号　

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
二
）
―
―
六
朝
以
前
（
中
）」『
同
』

第
五
八
巻
第
二
号　

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
三
）
―
―
六
朝
以
前
（
下
）」『
同
』

第
五
九
号
第
二
号　

二
○
一
○
年
。「
同
（
其
四
）
―
―
初
唐
」『
同
』
第
六
○
巻

第
一
号　

二
○
一
一
年
。「
同
（
其
五
）
―
―
盛
唐
（
上
）」『
同
』
第
六
一
巻
第
一

号　

二
○
一
一
年
。「
同
（
其
六
）
―
―
盛
唐
（
中
の
上
）」『
同
』
第
六
一
巻
第
一

号　

二
○
一
一
年
。「
同
（
其
七
）
―
―
盛
唐
（
中
の
下
）」『
同
』
第
六
十
一
巻
第

二
号　

二
○
一
二
年
、「
同
（
其
八
）―
―
盛
唐
（
下
）」『
同
』
第
六
十
二
巻
第
一
号
。

　

凡
例
は
前
稿
に
同
じ
。

（
２
）
他
に
右
記
の
詩
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
か
ら
検
討
の
対
象
か
ら
省
い
た
。

①
崔
融
「
嵩
山
石
淙
侍
宴
應
制
」：「
今
朝
出
豫
臨
懸
圃
、
明
日
陪
遊
向
赤
城
」
の

句
が
あ
る
。
例
の
則
天
武
后
が
催
し
た
石
淙
に
お
け
る
宴
の
折
の
連
作
の
一
つ
。

石
淙
に
お
い
て
武
后
に
顧
従
し
て
仙
界
へ
登
る
こ
と
を
歌
い
、
仙
界
を
表
す
語

と
し
て
赤
城
を
出
す
。
天
台
山
の
赤
城
山
を
言
う
の
だ
ろ
う
が
、
具
体
性
に
乏

し
い
。

②
孫
逖「
立
秋
日
題
安
昌
寺
北
山
亭
」：「
高
如
石
門
頂
、勝
擬
赤
城
標
」の
句
が
あ
る
。

安
昌
寺
の
北
山
亭
を
褒
め
て
、
赤
城
の
標
に
も
勝
る
形
勝
だ
と
い
う
。
石
門
と

併
称
す
る
も
、
こ
れ
も
具
体
性
に
乏
し
い
。

③
劉
長
卿
「
和
袁
郎
中
破
賊
後
軍
行
過
剡
中
山
水
謹
上
太
尉
」：
劉
長
卿
は
中
唐
期

で
扱
う
。

●
参
考
文
献
と
略
称

○
孟
浩
然
関
連

李
景
白
校
注
『
孟
浩
然
詩
集
校
注
』（
李
景
白
）
巴
蜀
書
社　
一
九
八
八
年

徐
鵬
校
注
『
孟
浩
然
集
校
注
』（
徐
鵬
）
人
民
文
学
出
版
社　
一
九
八
九
年

曹
永
東
箋
注
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』（
曹
永
東
）
天
津
古
籍
出
版
社　
一
九
九
○
年

趙
桂
藩
注
『
孟
浩
然
集
注
』（
趙
桂
藩
）
旅
游
教
育
出
版
社　
一
九
九
一
年

佟
培
基
箋
注
『
孟
浩
年
詩
集
箋
注
』（
佟
培
基
）
上
海
古
籍
出
版
社　

二
○
○
○
年

○
李
白
関
連

宋
刊
本
「
李
太
白
文
集
」（
宋
本
）
…
平
岡
武
夫
『
唐
代
研
究
の
し
お
り　

李
白
の

作
品
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　
一
九
五
八
年

王
琦
輯
注
「
李
太
白
全
集
」（
王
注
本
）
乾
隆
二
四
年
（
一
七
五
九
）
跋
…
中
華
書

局
版　
一
九
七
七
年

瞿
蛻
園
・
朱
金
城
校
注
『
李
白
集
校
注
』（
瞿
蛻
園
）
上
海
古
籍
出
版
社　
一
九
八

○
年

安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』（
安
旗
）
巴
蜀
書
社　
一
九
九
○
年

詹
鍈
主
編
『
李
白
全
集
校
注
彙
釈
集
評
』（
詹
鍈
）
百
花
文
芸
出
版
社　
一
九
九
六

年
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大
野
実
之
助
『
李
太
白
詩
全
解
』（
大
野
）
早
稲
田
大
学
出
版
部　
一
九
八
○
年

○
岑
参
関
連

劉
開
揚
箋
註
『
岑
參
詩
集
編
年
箋
註
』（
劉
開
揚
）
巴
蜀
書
社　
一
九
九
五
年

陳
鉄
民
・
侯
忠
義
校
注
『
岑
参
集
校
注
』（
陳
鉄
民
）
上
海
古
籍
出
版
社　

二
○
○

四
年

廖
立
箋
注
『
岑
嘉
州
詩
箋
注
』（
廖
立
）
中
華
書
局　

二
○
○
四
年

○
詩
歌
の
日
本
語
訳

「
詩
経
」
の
口
語
訳
は
、
吉
川
幸
次
郎
『
詩
経
国
風
』
岩
波
書
店
に
、「
文
選
」
の

口
語
訳
は
、『
新
釈
漢
文
大
系　

文
選
』
明
治
書
院
に
よ
っ
た
。

（
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
日
提
出
）

（
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
一
日
受
理
）


